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S c h o o l  D a t a
◎ 1947（昭和 22）年に開校。
教育目標は「自ら学び心豊かにたく
ましく生きる生徒」の育成。全校い
じめ防止集会や学期１回の道徳強
調デー、生徒リーダー育成など、生
徒の自主性・主体性を伸ばす生徒
指導を重視している。

校長◎櫻庭寿一先生　

生徒数◎ 565 人　　学級数◎１8学級（うち特別支援学級１）

所在地◎〒038-0002　青森県青森市沖館 5-19-1

TEL◎ 017-781-0855

URL◎ http://www.aomoricity.ed.jp/okidatechu/

公開研究会◎未定

　

北
に
青
森
湾
を
望
み
、
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
や

商
店
街
な
ど
が
集
ま
る
青
森
駅
。
そ
こ
か
ら
車
で
10

分
の
住
宅
街
に
沖
館
中
学
校
が
あ
る
。
保
護
者
は
会

社
員
や
公
務
員
が
多
く
、
大
学
進
学
ま
で
視
野
に
入

れ
て
い
る
家
庭
は
多
い
が
、
都
市
部
ほ
ど
塾
が
あ
る

わ
け
で
も
な
い
。
ま
た
、
経
済
的
に
恵
ま
れ
な
い
家

庭
も
３
割
程
あ
り
、
人
の
話
が
聴
け
な
い
、
板
書
を

正
確
に
写
せ
な
い
、
忘
れ
物
が
多
く
、
教
科
書
さ
え

忘
れ
る
と
い
う
生
徒
も
多
か
っ
た
。
家
庭
環
境
が
多

様
で
、
学
力
層
も
幅
広
い
生
徒
た
ち
の
進
路
希
望
を

か
な
え
る
た
め
に
、
同
校
で
は
基
礎
・
基
本
の
定
着

に
重
点
を
置
き
、
学
力
上
位
層
か
ら
下
位
層
ま
で
を

視
野
に
入
れ
た
手
厚
い
指
導
を
実
践
し
て
い
る
。

　

生
徒
の
あ
い
さ
つ
や
身
だ
し
な
み
は
素
晴
ら
し

く
、
笑
顔
で
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
が
、
５
、６

年
程
前
に
は
、
深
刻
な
荒
れ
に
直
面
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
２
０
０
８
年
度
に
赴
任
し
た
音
楽
科
の
小

野
優
子
先
生
は
当
時
を
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　
「
私
が
赴
任
し
た
年
は
、
教
員
へ
の
暴
言
、
授
業

妨
害
な
ど
も
あ
り
、
授
業
が
成
立
し
な
い
こ
と
も
多

く
あ
る
状
況
で
し
た
。
た
だ
、
そ
の
年
の
１
年
生
だ

け
は
落
ち
着
い
て
い
た
の
で
、
先
生
方
は
『
こ
の
学

年
か
ら
学
校
を
変
え
て
い
こ
う
』
と
決
意
を
し
、
学

校
の
立
て
直
し
に
取
り
組
み
ま
し
た
」

　

生
徒
指
導
の
徹
底
を
始
め
、
教
員
へ
の
信
頼
感
の

醸
成
、基
礎
・
基
本
の
定
着
を
図
っ
た
と
こ
ろ
、１
年

程
で
学
校
は
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
た
。
以
来
、
生

徒
指
導
を
基
盤
に
し
た
学
習
指
導
、
教
員
が
生
徒
に

寄
り
添
う
指
導
、「
耳
と
目
と
心
で
聴
く
」
態
度
の

育
成
が
、同
校
の
教
育
活
動
の
基
調
と
な
っ
て
い
る
。

　

基
礎
・
基
本
の
定
着
を
重
視
す
る
同
校
の
取
り
組

学
習
指
導
と
共
に
学
級
づ
く
り
を

重
視
し
、
学
習
環
境
を
整
え
る

青
森
県　

青
森
市
立
沖
館
中
学
校

沖
館
中
学
校
で
は
、
基
礎
・
基
本
の
充
実
を
指
導
の
中
心
に
据
え
、
毎
日
の
掃
除
終
了
後
の
Ｓ
Ｔ
（
ス
タ
デ
ィ
タ
イ
ム
）
や

チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
な
ど
で
生
徒
の
学
力
差
に
対
応
し
て
い
る
。
生
徒
指
導
と
学
習
指
導
を
リ
ン
ク
さ
せ
た
学
級
づ
く
り
、

生
徒
と
教
員
の
信
頼
感
の
醸
成
が
あ
ら
ゆ
る
指
導
の
土
台
と
な
り
、
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
る
学
力
を
実
現
し
て
い
る
。

学
校
事
例

1
多
様
な
学
力
層
に
あ
っ
て
も

生
徒
の
進
路
希
望
を
か
な
え
た
い

◉
取
り
組
み
の
ね
ら
い

毎
日
の
掃
除
終
了
後
の
Ｓ
Ｔ
で

学
力
中
・
下
位
層
を
下
支
え

◉
学
力
層
に
応
じ
た
学
習
指
導
①
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特集

広がる学力格差への多様な取り組み

み
の
中
で
、
主
に
中
・
下
位
層
の
学
力
の
下
支
え
に

効
果
を
上
げ
て
い
る
取
り
組
み
が
、
毎
日
、
下
校
前

に
行
う
Ｓ
Ｔ
（
ス
タ
デ
ィ
タ
イ
ム
）
だ
。
掃
除
終
了

後
、
帰
り
の
会
が
始
ま
る
ま
で
の
10
分
間
、
自
学
自

習
に
取
り
組
む
。

　

内
容
は
、
学
年
・
学
級
の
裁
量
に
任
さ
れ
て
い
る

が
、
市
販
の
教
材
を
基
に
作
成
し
た
基
礎
・
基
本
の

プ
リ
ン
ト
が
中
心
だ
。
英
語
科
の
太
田
巧
先
生
の
よ

う
に
、
覚
え
て
ほ
し
い
20
語
程
の
単
語
リ
ス
ト
を
配

り
、
10
分
間
で
書
い
て
覚
え
さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
。

３
年
生
に
な
る
と
、
高
校
受
験
を
意
識
し
て
、
基
礎

的
な
入
試
問
題
に
取
り
組
ま
せ
る
。
早
め
に
終
わ
っ

た
生
徒
は
、
宿
題
や
発
展
問
題
に
取
り
組
ん
で
も
よ

い
。
教
務
主
任
の
野
口
七
重
先
生
は
、
そ
の
ね
ら
い

を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
家
庭
環
境
が
多
様
な
の
で
、
と
に
か
く
10
分
間

は
落
ち
着
い
て
自
学
自
習
を
さ
せ
、
机
に
向
か
う

習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
が
最
大
の
ね
ら
い
で

す
。
少
し
で
も
問
題
が
解
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
も

う
少
し
続
け
て
み
よ
う
と
、
家
庭
で
も
自
ら
学
習
に

向
か
え
る
よ
う
に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

　

定
期
考
査
前
の
３
日
間
は
、「
学
習
強
調
期
間
」

と
し
て
、
Ｓ
Ｔ
の
時
間
を
30
分
間
に
延
長
す
る
。
定

期
考
査
に
向
け
て
の
学
習
時
間
を
共
通
で
確
保
し
、

家
庭
で
も
テ
ス
ト
対
策
に
意
識
を
向
け
さ
せ
る
ね
ら

い
が
あ
る
。
学
習
内
容
は
、
生
徒
が
自
分
で
教
材
を

用
意
し
た
り
、
教
員
が
用
意
し
た
プ
リ
ン
ト
に
２
教

科
各
15
分
で
取
り
組
ん
だ
り
と
、学
年
・
学
級
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
。
教
員
が
用
意
し
た
プ
リ
ン
ト
か
ら
定

期
考
査
で
類
似
問
題
を
出
し
て
達
成
感
を
味
わ
わ

せ
、
次
の
Ｓ
Ｔ
に
向
け
た
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め

る
こ
と
も
あ
る
。

　

学
力
格
差
へ
の
対
応
と
し
て
習
熟
度
別
授
業
を
行

う
学
校
も
多
い
が
、
同
校
で
は
〝
学
び
合
い
活
動
〟

を
重
視
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
数
学
と
英
語
の
授

業
で
Ｔ
Ｔ
（
チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
）
を
採
り
入

れ
る
。
問
題
演
習
で
手
が
止
ま
っ
て
い
る
生
徒
に
個

別
指
導
を
し
た
り
、
授
業
に
集
中
で
き
て
い
な
い
生

徒
に
注
意
を
促
し
た
り
す
る
ほ
か
、
早
め
に
問
題
演

習
が
終
わ
っ
た
生
徒
に
発
展
問
題
を
解
く
よ
う
指
示

す
る
な
ど
、
上
位
層
が
「
浮
き
こ
ぼ
れ
」
を
し
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
も
Ｔ
Ｔ
の
役
目
だ
。
な
お
、
初
任

教
員
を
ベ
テ
ラ
ン
教
員
の
授
業
に
Ｔ
２
と
し
て
入
ら

せ
、
そ
の
指
導
ノ
ウ
ハ
ウ
を
間
近
で
見
て
、
授
業
力

向
上
に
結
び
付
け
る
こ
と
も
行
っ
て
い
る
。

　

授
業
以
外
で
も
、
主
に
上
位
層
向
け
に
は
、
国
数

英
理
社
の
５
教
科
で
「
発
展
プ
リ
ン
ト
」
を
活
用
す

る
。
教
科
担
当
が
作
成
し
た
問
題
演
習
プ
リ
ン
ト
を

廊
下
に
置
い
て
お
き
、
生
徒
は
各
自
で
持
ち
帰
っ
て

取
り
組
む
（
写
真
）。
答
え
合
わ
せ
は
生
徒
自
身
で

行
い
、
教
員
は
質
問
を
受
け
付
け
る
。
各
教
科
と
も

数
十
枚
を
コ
ピ
ー
し
て
用
意
し
て
い
る
が
、
テ
ス
ト

Ｔ
Ｔ
や
発
展
的
な
プ
リ
ン
ト
で

学
力
上
位
層
に
も
対
応

◉
学
力
層
に
応
じ
た
学
習
指
導
②

青
森
市
立
沖
館
中
学
校
　

校
長

櫻
庭
寿
一　
さ
く
ら
ば
・
じ
ゅ
い
ち  

「
教
員
が
リ
ソ
ー
ス
で
あ
り
、
声
を
掛
け
続

け
る
こ
と
で
、
生
徒
が
変
わ
る
」

青
森
市
立
沖
館
中
学
校

太
田　
巧　
お
お
た
・
た
く
み 

特
別
活
動
指
導
部
。
英
語
科
担
当
。「
生
徒

の
自
主
性
の
尊
重
と
、
教
員
主
導
の
各
場

面
を
明
確
に
し
、
生
き
る
力
を
育
て
た
い
」

青
森
市
立
沖
館
中
学
校

野
口
七
重　
の
ぐ
ち
・
な
な
え  

教
務
主
任
。
数
学
科
担
当
。「
笑
顔
を
大
切

に
し
、『
あ
り
が
と
う
、
ご
め
ん
な
さ
い
』

を
素
直
に
言
え
る
生
徒
を
育
て
た
い
」

青
森
市
立
沖
館
中
学
校

小
野
優
子　
お
の
・
ゆ
う
こ  

特
別
活
動
指
導
部
。
音
楽
科
担
当
。「
合
唱

を
通
し
て
仲
間
を
大
事
に
す
る
生
徒
を
育

て
た
い
」

写真　授業では扱えない発展的な問題を中心にプリントを作成。学習
塾に通っている生徒が少ないこともあり、発展的な教材に対する生徒の
意欲は高い
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前
に
は
全
て
な
く
な
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
生
徒

が
自
ら
学
ぼ
う
と
す
る
意
欲
の
表
れ
だ
ろ
う
。

　

同
校
で
は
青
森
市
教
育
委
員
会
の
指
定
を
受
け
た

10
年
度
か
ら
、
校
区
の
２
つ
の
小
学
校
と
連
携
事
業

を
推
進
し
て
い
る
。
生
徒
の
学
力
格
差
は
小
学
校
段

階
で
既
に
始
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
手
当
て
と
し
て
、

小
学
校
と
連
携
し
て
課
題
を
共
有
し
、
望
ま
し
い
接

続
の
あ
り
方
を
研
究
し
て
い
る
。

　

強
く
意
識
し
て
い
る
の
は
、
学
習
規
律
や
生
活
習

慣
の
連
続
性
だ
。
11
年
度
に
は
中
学
校
で
の
学
習
や

生
活
の
基
本
を
定
め
た
「
学
習
の
約
束
」
の
小
学
校

版
を
、
12
年
度
に
は
中
学
校
で
の
話
し
合
い
活
動
の

進
め
方
や
ル
ー
ル
を
定
め
た
「
沖
中
モ
デ
ル
」
の
小

学
校
版
を
作
成
し
、
小
学
校
の
教
室
に
掲
示
し
た
。

更
に
、
小
学
校
か
ら
培
わ
れ
て
き
た
自
分
の
課
題
に

取
り
組
む
「
一
人
勉
強
ノ
ー
ト
」
を
中
学
校
で
も
引

き
継
ぎ
、
自
学
自
習
の
習
慣
の
定
着
を
促
す
。

　

小
学
校
の
主
導
に
よ
り
、小
中
の
つ
な
ぎ
教
材「
春

休
み
の
生
活
と
学
習
」
も
作
成
し
た
。
国
語
と
算
数

の
既
習
事
項
を
確
認
す
る
学
校
自
作
の
問
題
集
で
、

春
休
み
中
の
生
活
記
録
、
保
護
者
の
コ
メ
ン
ト
欄
も

設
け
た
。
生
徒
は
中
学
校
入
学
前
の
春
休
み
に
取
り

組
み
、
中
学
校
に
提
出
す
る
。

　
「
中
学
校
入
学
ま
で
の
春
休
み
を
有
意
義
に
過
ご

し
て
ほ
し
い
と
い
う
小
学
校
の
先
生
方
の
願
い
で
作

成
し
ま
し
た
。
解
答
の
仕
方
や
生
活
記
録
の
書
き
方

な
ど
か
ら
、
理
解
度
や
学
習
姿
勢
を
把
握
で
き
る
の

で
、
入
学
後
の
指
導
に
も
生
か
し
て
い
ま
す
」（
太

田
先
生
）

　

こ
の
よ
う
に
、
学
力
格
差
が
始
ま
る
小
学
校
段
階

か
ら
学
習
態
度
や
学
習
規
律
を
系
統
的
に
育
成
し
、

小
中
接
続
の
時
期
に
も
そ
の
連
続
性
が
途
切
れ
な
い

よ
う
に
指
導
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
生
徒
に
よ
り
良

い
学
習
習
慣
、
生
活
習
慣
が
定
着
し
て
い
る
。

　　

同
校
は
学
習
指
導
の
充
実
だ
け
で
学
力
が
向
上
す

る
と
は
考
え
て
い
な
い
。
櫻
庭
寿
一
校
長
は
次
の
よ

う
に
指
摘
す
る
。

　
「
学
力
向
上
に
何
よ
り
必
要
な
の
は
生
徒
の
意
欲

で
あ
り
、
そ
れ
を
支
え
る
の
は
集
団
と
し
て
の
生
徒

の
団
結
、
そ
し
て
生
徒
と
教
員
の
信
頼
関
係
で
す
。

充
実
し
た
人
間
関
係
が
あ
っ
て
こ
そ
学
校
生
活
に
対

す
る
意
欲
が
高
ま
り
、
そ
れ
が
学
習
に
も
波
及
し
て

い
く
と
考
え
ま
す
」

　

集
団
づ
く
り
の
基
本
は
生
徒
指
導
だ
。
あ
い
さ
つ

を
大
切
に
し
、「
レ
ベ
ル
５
」（
人
に
会
っ
た
ら
自
分

か
ら
立
ち
止
ま
り
、
頭
を
下
げ
、
相
手
に
伝
わ
る
声

で
あ
い
さ
つ
で
き
る
）
を
目
指
す
「
挨
拶
強
調
週
間
」

を
設
定
。
レ
ベ
ル
別
に
自
己
評
価
さ
せ
る
な
ど
、
マ

ナ
ー
や
規
範
意
識
の
醸
成
に
力
を
入
れ
る
。
ま
た
、

合
唱
指
導
を
重
視
す
る
の
も
、
学
級
の
一
体
感
や
集

団
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
取
り
組
み
と
認
識
し
て
い

る
か
ら
だ
。

　
「
学
校
が
荒
れ
て
い
た
時
代
も
、
生
徒
は
学
校
行

事
に
は
意
欲
的
で
し
た
。
元
々
、
行
事
に
熱
心
に
取

り
組
む
気
質
を
も
っ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
校

内
で
の
合
唱
活
動
が
活
発
に
な
る
と
、
協
調
性
と
集

中
力
が
育
ち
、
そ
れ
が
学
習
面
に
向
か
え
ば
大
き
な

力
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
し
た
。
ま
さ
に
合
唱
の
力

が
、
生
徒
の
学
習
に
向
か
う
姿
勢
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
の
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
」（
小
野
先
生
）

　

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中
で
学
校
生
活
が
送
れ
る

よ
う
、
廊
下
に
は
授
業
中
に
も
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
曲

を
流
し
て
い
る
。
荒
れ
と
は
無
縁
に
な
っ
た
今
も
続

け
て
お
り
、
豊
か
な
学
習
環
境
づ
く
り
に
一
役
買
っ

て
い
る
。

　

生
徒
と
教
員
の
距
離
の
近
さ
も
、
集
団
づ
く
り
を

支
え
る
重
要
な
要
素
だ
。
教
員
は
「
い
つ
も
生
徒
と

共
に
」
を
合
言
葉
に
、
登
校
時
や
休
み
時
間
、
昼
休

み
も
出
来
る
だ
け
教
室
に
行
き
、
生
徒
と
過
ご
す
た

め
、
職
員
室
で
教
員
の
姿
を
見
か
け
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
い
と
い
う
。

　

朝
は
勤
務
時
間
の
１
時
間
程
前
に
出
勤
す
る
教
員

が
多
く
、
７
時
半
過
ぎ
に
は
、
職
員
室
か
ら
学
級
に

担
任
は
向
か
う
。
担
任
が
待
っ
て
い
る
の
で
、
生
徒

の
登
校
も
早
く
、
８
時
に
は
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の

中
で
朝
読
書
が
始
ま
る
。
授
業
で
は
開
始
の
チ
ャ
イ

ム
が
鳴
る
前
に
、
教
科
担
当
が
教
室
に
入
り
、
宿
題

の
取
り
組
み
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
早
め
に
授
業

を
始
め
て
も
、
生
徒
は
さ
っ
と
学
習
に
入
る
。
宿
題

９
年
間
を
見
通
し
た
指
導
で

小
学
校
段
階
か
ら
学
力
の
底
上
げ
を
図
る

◉
小
中
連
携
に
よ
る
学
力
向
上
策

学
習
意
欲
の
土
台
と
な
る

生
徒
間
、教
員
と
の
人
間
関
係
を
構
築

◉
生
徒
指
導
と
学
習
指
導
の
リ
ン
ク
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広がる学力格差への多様な取り組み

や
「
一
人
勉
強
ノ
ー
ト
」
を
提
出
し
て
い
な
い
生
徒

に
は
、
休
み
時
間
に
も
指
導
に
当
た
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
生
徒
指
導
と
学
習
指
導
を
リ
ン
ク

さ
せ
る
こ
と
で
、
生
徒
と
教
員
の
距
離
が
縮
ま
り
、

教
員
の
指
導
を
素
直
に
受
け
入
れ
る
素
地
が
育
ま
れ

て
い
る
。
そ
れ
が
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
学
習
意
欲

に
つ
な
が
り
、
学
校
全
体
に
も
落
ち
着
き
を
も
た
ら

し
て
い
る
。

　

生
徒
の
集
団
づ
く
り
、
生
徒
と
教
員
の
信
頼
関
係

と
共
に
、
同
校
で
は
教
員
集
団
の
一
体
感
も
大
切
に

し
て
い
る
。
教
員
の
同
僚
性
・
協
働
性
を
醸
成
す
る

た
め
に
、
櫻
庭
校
長
が
月
１
回
、
教
員
向
け
に
発
刊

し
て
い
る
の
が
「
校
長
室
通
信
　
さ
く
ら
前
線
」
だ

（
図
）。
指
導
改
善
の
ヒ
ン
ト
、
行
事
の
報
告
や
学
校

の
課
題
な
ど
多
彩
な
記
事
の
中
に
、
教
員
へ
の
ね
ぎ

ら
い
や
励
ま
し
の
言
葉
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。

　
「
学
校
の
取
り
組
み
も
、
振
り
返
り
が
な
け
れ
ば

や
り
っ
放
し
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
管
理
職
の

視
点
で
感
じ
た
成
果
、
課
題
と
方
向
性
を
明
確
に
示

す
こ
と
で
、
先
生
方
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
仕
事
を

客
観
的
に
評
価
し
、
達
成
感
や
課
題
意
識
を
育
む
こ

と
が
大
切
で
す
」（
櫻
庭
校
長
）

　

学
力
層
に
応
じ
た
指
導
、
生
徒
指
導
と
学
習
指
導

の
リ
ン
ク
、小
中
連
携
の
学
習
指
導
な
ど
に
よ
っ
て
、

13
年
度
の
文
部
科
学
省
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
」
で
の
同
校
の
平
均
点
は
、
全
国
平
均
を
大
き
く

上
回
っ
た
。
今
後
の
課
題
は
、
主
体
的
に
自
分
を
主

張
で
き
る
積
極
性
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
だ
。
現

在
、
同
校
で
は
各
教
科
で
「
学
び
合
い
」
を
取
り
入

れ
て
お
り
、言
語
活
動
に
関
す
る
指
導
力
を
高
め
て
、

学
力
向
上
に
つ
な
げ
た
い
考
え
だ
。

　
「
言
語
活
動
を
更
に
活
発
化
さ
せ
、
仲
間
と
協
働

し
て
答
え
を
導
き
出
し
た
り
、
周
り
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
自
分
の
考
え
を
持
て
る
よ
う
な
生
徒
を
育
て

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
題
材
選
び
な
ど
、

指
導
力
向
上
に
向
け
て
出
来
る
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
」（
野
口
先
生
）

学力二極化への対応
櫻庭校長が考える

　先生方をまとめる上で最も重視しているのは、
「同僚性・協働性・一体感」です。学校としての
指針があってこそ、教員のベクトルがそろい、指
導も生徒たちに浸透していきます。校長の私が明
確なビジョンを示し、そのビジョンの下で教員の
気持ちが１つになるようなマネジメントを心掛け
ています。私のビジョンは「生徒の事実」から生
まれます。生徒の課題は何か、我々の指導によっ
てどう変わったのか。目の前にいる生徒の事実か
ら、全ての指導が始まると考えます。

教
員
向
け
の
校
長
通
信
に
よ
り

学
校
全
体
の
一
体
感
を
高
め
る

◉
校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

図 「校長室通信　さくら前線」

最新の教育トピック、各行事のねらいなど、先生方が自身の教育観を振り返り、
指導を見直せるような記事なども載せている
＊同校の資料をそのまま掲載




